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【事案の概要】
■事業概要 地方公共団体が実施する海岸漂着物、漂流物・海底堆積物（以下「海岸漂着物等」という。）

の回収・処理、発生抑制対策等に関する事業を支援する。
■事業形態 補助事業
■補助対象 都道府県（市町村事業は都道府県を通じた間接補助事業）
■補 助 率 原則：7/10
■交付額の配分方法
各自治体からの要望額に対し、環境省において、前年度の交付額や直近の執行実績等を踏まえて設定した
基準額を基に、所要の調整を行い交付額を決定している。

■事業イメージ ■予算額の内訳

■過年度予算の推移
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調査事案名 （28）海岸漂着物等地域対策推進事業
調査対象
予 算 額

令和３年度：170百万円 ほか
（参考 令和５年度：170百万円）

府省名 環境省
会計 一般会計

項 大気・水・土壌環境等保全費 調査主体 本省

組織 環境本省 目 地域環境保全対策費補助金 取りまとめ財務局 －

①調査事案の概要 ②調査の視点

○ 海岸漂着物等の回収・処理事業につい
て、都道府県への事業費配分は、回収・
処理量に対応したものとなっているか。

○ 効率的な予算執行がなされるよう、競
争原理に基づいた事業者選定がなされて
いるか。

○ 漂着ごみの調査結果等を踏まえた際、
各自治体が実施する発生抑制対策事業は、
その削減に向けて、真に効果のある、適
切な対策であると言えるか。

【調査対象年度】令和２～３年度
【調査対象先数】都道府県：47先
（うち８先は本事業の活用実績なし）

１．海岸漂着物等の回収・処理事業の
配分の適正性・執行の効率性について

２．海岸漂着物等発生抑制対策事業の
在り方について

当初予算 補正予算 合計

令和２年度 3,695 3,525 7,220

令和３年度 170 7,889 8,059

令和４年度 170 3,525 3,695

令和５年度 170 － 170

（単位：百万円）

※予算額には、調査対象外の海洋ごみに関する地域計画策定
支援事業を含む。

※令和２年度当初予算額は、臨時・特別の措置分を含む。
※令和３年度補正予算額は、軽石対応に係る経費を含む。

海岸漂着物等の
回収・処理事業

海岸漂着物等の
発生抑制対策事業

海洋ごみの発生抑制に係る
普及・啓発、調査・研究等

海洋ごみ（漂流・漂着・海底ご
み）の回収・処理を推進

（取組事例：自治体による出前講座）

環境省

補助金

都道府県、市町村などによる回収処理事業等の実施

事業計画 事業実績報告

令和２年度
補正予算

令和３年度
当初予算

回収・処理事業 3,110 170

発生抑制対策事業 370 －

（単位：百万円）
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島しょ 152.8 0.7

島しょ以外 21.2 1.2
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○ 全国の回収・処理単価を比
較すると、一定程度、地理等
の特殊事情を考慮したとして
も、合理的な説明がつかない
単価の差が生じており、事業
費が、回収・処理量に応じて
適切に配分されていないので
はないか。

○ 本事業の実施に当たっては、
環境省において、
①単価の上限の導入や、数
量・作業場所等に応じた標
準価格の設定等を検討した
上で、

②都道府県における事業費の
積算時において、回収・処
理量の考慮を必須とするよ
う取扱いを見直し、

③併せて、契約事業者の選定
に当たっては、競争入札や、
随意契約による場合も複数
者見積を行うよう促すこと

によって、事業費を効率化し
つつ、海岸漂着物等の回収・
処理量が多い自治体へより重
点を置いた配分がなされるよ
う見直しを行うべき。

③調査結果及びその分析
④今後の改善点・
検討の方向性

１．海岸漂着物等の回収・処理事業の配分の適正性・執行の効率性について １．海岸漂着物等の回収・処
理事業の配分の適正性・執行
の効率性について（１）海岸漂着物等の回収・処理単価

○ 各自治体が実施した海岸漂着物回収・
処理事業の回収単価及び処理単価（※）を
都道府県別に比較したところ、最大値と
最小値で、回収単価は約14倍、処理単価
は約10倍もの乖離が見られた。

なお、必ずしも島しょの多い都道府県
の単価が高いわけではなかった。【図
１－１】【図１－２】
※回収（処理）費を回収（処理）量で除したもの。

○ また、地域区分が島しょのみの事業を
取り出して都道府県別に回収単価を比較
した場合でも、著しい乖離が見られた。
【表１】

○ 事業費の積算根拠を確認したところ、
「回収・処理量」を一切考慮せず、作業
回数・作業面積等のみを根拠としている
事業が相当程度（21％）見られた。

随意契約競争入札
単独見積

複数者見積

【図２】契約方式の状況

【図１ー１】都道府県別の回収単価（万円/t）

【図１ー２】都道府県別の処理単価（万円/t）

【表１】回収単価の分析（万円/t）
（２）契約方式
○ 事業者選定時の契約方法
を確認したところ、全契約
（1,190件、単価契約等を除
く。）のうち、競争入札が
29％であったのに対し、随
意契約（単独見積、複数者
見積）が71％に上った。ま
た、随意契約のうち、単独
見積が76％に上った。【図
２】

約14倍の乖離

約10倍の乖離

※回収作業を実施した地域区分として上記項目
のみを選択した事業を、都道府県別に集計の上、
単価を算出。

※図１ー１、１－２のうちオレンジで着色した都道府県は、属する離島数が上位の10団体を
示している。

（n=1,190件） （n=849件）
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○ 漂着ごみの内訳や発生原因を踏
まえると、自治体による啓発事業
がその発生抑制に大きな効果を持
つとは考えづらい。

○ 本事業については、その在り方
を抜本的に見直し、海外における
発生原因への直接的な働きかけや、
国内漁業関係者との調整など、発
生源へ直接アプローチする取組を
国が主導していくべき。

③調査結果及びその分析
④今後の改善点・
検討の方向性

２．海岸漂着物等発生抑制対策事業の在り方について ２．海岸漂着物等発生抑制
対策事業の在り方について

（１）漂着ごみの詳細と発生源について
○ 全国で回収・処理された漂着ごみの詳細を分析
すると、海域による差異はあるが、主にプラス
チックごみと漁具が大勢を占めていることが分か
る。【図３】

○ このうち、ペットボトルの言語表記を比較する
と、黒潮上流域や対馬暖流上流域では特に外国語
表記のものが多く、漁具のうち浮子（ブイ）につ
いては、日本語表記製品の割合は全地域で30%を
切っていた。 【図４】

これら調査を踏まえると、漂着ごみは、他地域
で発生したものが海流等の影響で当該海岸に漂着
したものが多いと考えられる。

（２）発生抑制対策の妥当性
○ 他方、本事業を実施している39団体に対して取
組内容を調査したところ、全体（204事業）のうち、
当該自治体内において環境意識等を啓発する事業※

が75%（153件）を占めていることが分かった。
※ 啓発イベント実施、チラシ・ポスター作成、WEB・SNS掲載など

○ これらの啓発事業は、例えば当該地域内の海岸
におけるポイ捨てへの注意喚起等としては何らか
効果があるとしても、海外や他地域からの漂着に
対して削減効果があるとは考えづらい。

○ また、瀬戸内海など一部地域においてはカキ養
殖用漁具（まめ管・パイプ）の漂着が非常に多く
なっているが、こういった漂着ごみを削減するの
であれば、その発生原因に対して直接アプローチ
すべきであり、漂着する側の自治体による啓発事
業が効果を有するとは考えづらい。

【図３】令和３年度漂着ごみ上位品目（全国）

【図４】ペットボトル及び漁業用浮子（ブイ）の言語表記別割合

個数
ベース

重量
ベース

（出典）「令和４年度 海洋ごみの実態把握及び効率的な回収に関する総合検討業務」報告書（環境省）
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